
群 馬 県 庁 舎 電 気 需 給 仕 様 書 
 
１ 概要 
（１）件  名       群馬県庁舎で使用する電気 
（２）需要場所       群馬県庁舎 

群馬県前橋市大手町一丁目１番１号 
（３）業種及び用途     官公庁（事務所） 

 
２ 仕 様 
（１）供給電気方式等                                                                                                                               

ア 電気方式       交流３相３線式 
イ 供給電圧（標準電圧） ６０,０００Ｖ 
ウ 計量電圧（標準電圧） ６０,０００Ｖ 
エ 標準周波数      ５０Hｚ 
オ 受電方式       ２回線受電（本線・予備線） 
カ 蓄熱式負荷設備の有無 有（昼間時間から夜間時間への負荷の移行を行ってい

る） 
 

（２）契約電力、予定使用電力量 
ア 契約電力（契約上使用できる電気の最大電力をいい、計量器により計測される値

が原則としてこれを超えないものとする。） 
      常時電力 ２,４００kW 
      予備電力 ２,４００kW 
イ 年間予定使用電力量（積算で使用する数値であり、実際の使用量とは異なること

がある） 
      ９，１６３，０００kWh 
     （月別予定使用電力量は様式第６号－１参照） 
ウ 空調用蓄熱設備有（水蓄熱方式 容量１，５２０㎥、利用温度差５℃） 

 
（３）供給期間 

令和７年４月１日０時から令和８年３月３１日２４時まで 
 
（４）電力量等の計量 

ア 自動検針装置     有 
イ 電力会社の検針方法  遠隔自動検針 
ウ 計量器の構成     電力需給用複合計器（通信機能付精密級） 
              

（５）需給地点 
群馬県が施設した縮小型受電設備チューリップコンタクト部接続端子と東京電力パ

ワーグリッド株式会社が施設したケーブルヘッドの導体引出棒との接続点 
 

（６）電気工作物の財産分界点 



（５）需給地点に同じ 
 
（７）保安上の責任分界点 

（５）需給地点に同じ 
 
３ その他 
（１） 力率の保持のため自動力率調整装置を設置しているため、使用期間中は１００パ

ーセントを保持する予定である。 
（２） フリッカ発生機器等電気の質に影響を与えるような負荷設備は特に有していない。 
（３） 非常用自家発電設備２,０００kVA を２台有している。 
（４） 力率の変動、その他の要因による電気料金の調整及び仕様書に定めのないその他

の供給条件については、当該地域を管轄するみなし小売電気事業者が定める供給条

件等による。なお、入札価格の算定に当たっては、力率は１００パーセントとし、

燃料費等調整制度（燃料費調整及び市場価格調整）及び電気事業者による再生可能

エネルギー電気の調達に関する特別措置法に基づく賦課金については入札価格に含

めないものとする。 


